
頁

１．事業の位置付け

○ ハード ● ソフト

年
【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

目標

実績

実績 1 1 1 1

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

平成22年度
目標 1 1 1 1

説明・算定式

活動指標① 平成19年度 平成20年度 平成21年度

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

指標名 平塚市交通バリアフリー特定事業推進協議会開催回数 単位 回

目的・目標 事業の概要
公共交通機関を利用した移動の利便性・安全性が向上し、
誰もが自立した日常生活を送っています。

電車やバスなどを利用した移動の利便性や安全性の向上を
図るため、交通バリアフリー基本構想に基づき整備を行う
公共交通事業者、道路管理者、公安委員会などへ促進を働
きかけます。

委託、協働
対象・受益者 市民 事業期間 2005

事業担当
事業種類

まちづくり政策部　まちづくり政策課

根拠法令等 交通バリアフリー法
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'02 2 人々が憩えるゆとりとうるおいのある都市空間を創造する
'02 ②〈まちの顔〉　活気ある魅力的な中心市街地をつくる

総合計画の
位置付け

'05 基本目標５　　安全で、みんなが快適に暮らせるまち

交通バリアフリー促進事業事務事業名

■ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
□ その他
■ 上位施策への貢献
□ 市民満足度を高める方策 高
□ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
■ その他 低

実績

実績 25 50 75 90

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 25 50 75 100

平成19年度

実績

妥当性

事

業

分

析

項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

○

有効性

○
○

○

必要性

駅構内や駅を中心とした周辺道路等に対してバリアフリー
を望む声は多く、各事業者が連携し重点的かつ一体的に
推進するよう調整する必要があります。

●

●

○

●

効率性

市民や関係する事業者等の意見や提案により、本市が策
定したバリアフリー基本構想を各事業者間と調整し効率よ
く進めています。

●
○

交通事業者、道路管理者及び公安委員会のそれぞれの事
業の協議・調整を行い、バリアフリー基本構想の進行管理
を行うことは、基本構想の効率的な推進につながるため妥
当性があります。

各事業者と調整したうえで整備を進める事で、交通バリア
フリー基本構想の具現化につながる有効な事業です。

成果指標②

指標名 単位

説明・算定式

目標

説明・算定式 平成22年度を100％とした達成率（各事業者が計画する特定事業の達成率を評価）

成果指標①

指標名 特定事業達成度 単位 ％



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり
平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分 平成22年度事業分

－ － － －

人件費　(B) 2,937 2,937 2,089 1,652
フルコスト　(A+B) 2,937 2,937 2,089 1,652

0.35 0.35 0.25 0.20
0.00

再任用　(人) 0.00 0.00 0.00 0.00

0
事業費　(A) 0 0 0 0

0
その他　特財 0 0 0 0

起債 0 0 0

国庫支出金 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額

平成２２年度
決算額

進
捗
状
況

遅れている
理由

執行率　(%) 0.00 0.00 0.00
職員　(人)内

訳

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業内容

推進協議会の開催 推進協議会の開催 推進協議会の開催 推進協議会の開催
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平塚駅周辺のバリアフ
リー化事業の早期実現を
図るため、各事業者や市
民が参加する平塚市交通
バリアフリー特定事業等
推進協議会を開催し 事

平塚駅周辺のバリアフ
リー化事業の早期実現を
図るため、各事業者や市
民が参加する平塚市交通
バリアフリー特定事業等
推進協議会を開催し 事

平塚駅周辺のバリアフ
リー化事業の早期実現を
図るため、各事業者や市
民が参加する平塚市交通
バリアフリー特定事業等
推進協議会を開催し 事

平塚駅周辺のバリアフ
リー化事業の早期実現を
図るため、各事業者や市
民が参加する平塚市交通
バリアフリー特定事業等
推進協議会を開催し 事

Ａ Ａ Ａ Ａ

主な取組と成果

推進協議会を開催し、事
業の進行管理及び調整を
行った。

推進協議会を開催し、事
業の進行管理及び調整を
行いました。

推進協議会を開催し、事
業の進行管理及び調整を
行いました。

推進協議会を開催し、事
業の進行管理及び調整を
行いました。

：成果があがった ：成果があがった ：成果があがった ：成果があがった検証結果
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開 平成24年度への展開

今後に向けた
課題

交通事業者、道路管理者
及び公安委員会がそれぞ
れの実施計画に基づき、
事業が推進できるよう進
行管理に努める。

交通事業者、道路管理者
及び公安委員会がそれぞ
れの実施計画に基づき、
事業が推進できるよう調
整し進行管理を行う必要
性があります。

交通事業者、道路管理者
及び公安委員会、それぞ
れの事業推進が図られ、
総合的なバリアフリーの
推進が図られるよう、事
業者間を調整し進行管理
を行う必要性がありま
す。また、交通バリアフ
リー基本構想に基づく特
定事業計画の取り扱いに
ついて国の動向を注視
し、必要に応じて見直し
を進めます。

交通事業者、道路管理者
及び公安委員会、それぞ
れの事業推進が図られ、
総合的なバリアフリーの
推進が図られるよう、事
業者間を調整し進行管理
を行う必要性がありま
す。また、バリアフリー
新法に基づく基本方針の
新たな達成目標について
国の動向を注視し、見直
しを進める必要がありま
す。



頁

１．事業の位置付け

○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

目標

実績

実績

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

平成22年度
目標

説明・算定式

活動指標① 平成19年度 平成20年度 平成21年度

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

指標名 単位

目的・目標 事業の概要
大門通りでは、八幡宮に向かう歴史を活かしたにぎわいあ
る参道の修景づくりに、市民や商店会などが主体となって
取り組んでいます。

ゆとりとうるおいのあるまちの顔づくりを進めるため、市
民や地域の商店会などによる平塚八幡宮の歴史を活かした
景観形成を促進し、にぎわいのある参道づくりを目指しま
す。

委託、協働 地域住民、商店会等
対象・受益者 市民 事業期間

事業担当
事業種類

まちづくり政策部　まちづくり政策課

根拠法令等
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'02 2 人々が憩えるゆとりとうるおいのある都市空間を創造する
'02 ②〈まちの顔〉　活気ある魅力的な中心市街地をつくる

総合計画の
位置付け

'05 基本目標５　　安全で、みんなが快適に暮らせるまち

駅前参道修景促進事業事務事業名

■ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
□ その他
■ 上位施策への貢献
□ 市民満足度を高める方策 高
■ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
■ その他 低

実績 35 40 45 －

実績 － － － 15

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 － － － 35

平成19年度

実績

妥当性

事

業

分

析

項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

○

有効性

○
○

○

必要性

地元商店会等によるイベントの実施など大門通りの参道修
 景について取組みが行われています。

市民主体で取り組むものですが、技術的な助言や専門家
の派遣など、市の果たす役割があります。

●

●

○

●

効率性

参道の修景を推進するために、専門的なアドバイスを参考
にしながら、地元商店会等との協働により検討を行うなど
効率的に進めています。

●
○

地域が主体となって行う地域の魅力を高める景観形成の
取組みに対して、地域のニーズに応じて適切に支援をする
ことは協働のまちづくりからも妥当です。

100 100 －

活気ある魅力的な中心市街地をつくるための一つの要素
として、歴史を活かした参道修景を図ることは有効です。市
民の主体的な取組みが不可欠であり、意識の高揚と主体
的な活動を促し、拡大していく必要があります。

成果指標②

指標名 計画の進捗率 単位 ％

説明・算定式  Ｈ19：基本方針50％、Ｈ20：計画策定50％（H21年まで評価）

目標 50

説明・算定式
H22：参道修景促進に係る協議会の設立35％、H23：参道修景促進計画（たたき台）の作成
35％、H24：参道修景促進計画策定30％（H22年度から設定）

成果指標①

指標名 参道修景促進への取組進捗率 単位 ％



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

② ：若干遅れている ③ ：遅れている ③ ：遅れている ③ ：遅れている
平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分 平成22年度事業分

本事業に係る今後の取組
方針等について庁内調整
のみにとどまった。

地域組織を立ち上げたが、
地域組織との協議が進ま
なかった。

計画策定の主体となる地
域の組織づくりに、時間が
かかっています。

協議会設立の必要性につ
いて、広く地域住民への周
知が図れていない。

人件費　(B) 2,098 2,098 2,340 2,891
フルコスト　(A+B) 2,098 2,098 2,340 2,891

0.25 0.25 0.28 0.35
0.00

再任用　(人) 0.00 0.00 0.00 0.00

0
事業費　(A) 0 0 0 0

0
その他　特財 0 0 0 0

起債 0 0 0

国庫支出金 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額

平成２２年度
決算額

進
捗
状
況

遅れている
理由

執行率　(%) 0.00 0.00 0.00
職員　(人)内

訳

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業内容

計画づくりや推進方策
に関する支援

アドバイザーの派遣 アドバイザーの派遣 参道づくりの支援（協議
会設立）、地元との協働
によるイベントの開催

350

景観計画の策定と合わせ
て、駅前参道に係る景観
づくりの方向性を検討。
また、庁内各課と連携し
た事業の推進方策につい
て庁内調整を行った

景観計画の策定におい
て、駅前参道を含む地域
を景観重点区域に指定し
ています。また、関係課
と事業の推進について検
討を行うとともに 地域

地域商店会による組織を
立ち上げ、平塚八幡宮の
ぼんぼり祭りに合わせた
イベントを実施しまし
た。また、県の支援制度
を活用し 商店会のほ

平塚八幡宮のぼんぼり祭
りに合わせたイベントを
実施しました。また、国
の関連事業による専門家
の派遣を受け、修景等に
ついて検討を行いまし

Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

主な取組と成果

て庁内調整を行った。 討を行うとともに、地域
組織の立ち上げを行った
が、計画策定までは至ら
なかった。

を活用し、商店会のほ
か、自治会や大学等も参
加した中で、駅前参道の
修景等について検討を行
いました。

ついて検討を行いまし
た。

：おおむね成果があがった ：十分に成果をあげることができなかった ：十分に成果をあげることができなかった ：十分に成果をあげることができなかった検証結果
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開 平成24年度への展開

今後に向けた
課題

必要性、有効性、妥当
性、効率性の総合評価は
高い。今後、新たな景観
計画における景観重点区
域のアクションプランの
検討・実施と合わせて、
地域住民等による具体的
な計画づくりを支援し、
より効果的な事業の推進
に取り組む。

地元商店会等による具体
的な計画づくりを支援
し、協働のまちづくりを
進めます。

地元商店会等の組織によ
る組織の強化を図るとと
もに、修景の計画づくり
やイベントの支援を行
い、にぎわいづくりに向
けて前進する必要があり
ます。

地元商店会等による組織
の強化を図るとともに、
修景の計画づくりやイベ
ントの支援を行い、にぎ
わいのある参道づくりに
向けて進めていく必要が
あります。



頁

１．事業の位置付け

● ハード ○ ソフト

年 ～ 年
【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

目標

実績

実績 5 15 8 －

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

平成22年度
目標 5 5 5 －

説明・算定式 （H21年度まで評価）

活動指標① 平成19年度 平成20年度 平成21年度

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

指標名 ＪＲ東日本との協議回数 単位 回

目的・目標 事業の概要
西口跨線橋のバリアフリー化、西地駐輪場整備及び駅前民
間複合ビルの建設促進により、まちのにぎわいを創出し、
魅力アップが図られています。

まちの新しい顔づくりとして、まちのにぎわいや潤いを創
出するため、西口跨線橋のバリアフリー（エレベータ設
置）化の推進や西地駐輪場整備を促進します。

委託、協働
対象・受益者 市民・来街者 事業期間 2004 2012

事業担当
事業種類

まちづくり事業部　まちづくり事業課

根拠法令等
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'02 2 人々が憩えるゆとりとうるおいのある都市空間を創造する
'02 ②〈まちの顔〉　活気ある魅力的な中心市街地をつくる

総合計画の
位置付け

'05 基本目標５　　安全で、みんなが快適に暮らせるまち

駅（西口）周辺魅力アップ事業事務事業名

■ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
□ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
■ 市民満足度を高める方策 高
□ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
■ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
□ その他 低

実績

実績 10 15 20 70

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 10 50 63 76

平成19年度

実績

妥当性

事

業

分

析

項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

○

有効性

○
○

○

必要性

西口跨線橋のバリアフリー化については、急な階段の対策
として、エレベーターの設置要望が寄せられており、早期の
設置が必要です。

●

●

○

●

効率性

改札内のエレベーターについては、国やJRと協調により設
置していきます。また、跨線橋北側エレベーターについて
は、西地の駐輪場と一体的な整備を進めます。

○
●

西口跨線橋のバリアフリー化は「平塚市交通バリアフリー
基本構想（H17.11）」に位置づけられており、妥当性は高い
と考えております。

西口跨線橋のバリアフリー化によって、西口跨線橋の自由
通路や駅の利用について利便性が向上することから、有

 効性は高いと考えます。
 

成果指標②

指標名 単位

説明・算定式

目標

説明・算定式
平成23年度を100％としたエレベータ設置進捗率。H21まで：63％、H22：エレベータ設計13％、
H23：エレベータ設置24％

成果指標①

指標名 西口跨線橋エレベータ設置進捗率 単位 ％



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり
平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分 平成22年度事業分

－ － － －

人件費　(B) 9,650 9,650 7,939 7,847
フルコスト　(A+B) 9,650 9,650 7,939 19,298

1.15 1.15 0.95 0.95
0.00

再任用　(人) 0.00 0.00 0.00 0.00

0
事業費　(A) 0 0 0 11,451

0
その他　特財 0 0 0 11,451

起債 0 0 0

国庫支出金 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額

平成２２年度
決算額

進
捗
状
況

遅れている
理由

執行率　(%) 0.00 0.00 13.96
職員　(人)内

訳

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業内容

事前協議 事前協議 事前協議 設計委託、改札内設計
補助

352

ライナーホーム設置につ
いて市としての方針を変
更し、西口再開発事業用
地の有効活用により、駐
輪場整備や西口跨線橋の
バリアフリー化を図り

JR東日本用地買収につい
て土地交換を含めた協議
を行い、実施に向けて基
本的な方向性が出せまし
た。西口跨線橋及び駅西
口構内のエレベーター設

西口跨線橋及び駅西口構
内のエレベーター設置に
ついて、JR東日本と覚書
を締結しました。

改札内のエレベーターの
設計が完了しました。ま
た、跨線橋のエレベー
ターの基本調査が完了し
ました。

Ａ Ｃ Ｃ Ａ

主な取組と成果

バリアフリー化を図り、
駅周辺の魅力アップを図
るために、ライナーホー
ム設置の方針変更と西口
地区の土地利用方針につ
いて庁内調整の上、庁議
決定した。また、庁議決
定を受けて、関係者に説
明し、理解された。

口構内のエレベーター設
置について協議を行い、
設置について、覚書の締
結準備を進めました。

：成果があがった ：十分に成果をあげることができなかった ：十分に成果をあげることができなかった ：成果があがった検証結果
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開 平成24年度への展開

今後に向けた
課題

早期の西口跨線橋のバリ
アフリー化に向けた鉄道
事業者との協議を継続す
ることと、民活手法を取
り入れるために必要な用
地の確保のための地権者
協議を推進する。

早期の西口跨線橋のバリ
アフリー化に向けた鉄道
事業者との協議を継続す
ることと、民活手法を取
り入れるために必要な用
地の確保のための地権者
協議を推進します。

エレベーターの設置や用
地交換の事務処理の迅速
化をJR側に促していきま
す。

改札内と跨線橋南北の完
成時期が一致するよう調
整する必要がある。
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